



























































自渋病菌属名寄主植物数 固有寄主植物 えは Sρhaerothecaの寄主範囲と，寄主植物数がそ
数 割合 の約半分の Leveillulaのどを比較すると，Leveill-
303 7196 ulaの属，科， 目の数は Sρhaerothecaのよりも多




























































されるものをいう.Erysiρhe， Leveillula， Sphaerothecaの3属の菌が寄生する植物は Eー L，
E-S， L-Sの3組の共通寄主植物である.同属の2種の菌に寄生され，他の属の菌に寄生され




































































































M， M-U. M-Ph， U-Ph)，隣りあわな
い2属聞のCが小さい (E-U，E-Ph， E 




線は長。し. Jaczewski (Blum町， 1933による)， Savulescu (1929)仁よると.UncinuZaは
ErysiPheからではなく.MicroSphaera仁由来する.ErysiPhe-UncinulaのC値は極めて小さ
い.






































生するが， Asterの1種にだけ Uncinulaが忽然と寄生する.Oxalis， Trifolium， Viciaの種類
仁Microsρhaeraが寄生する.文 Pyrus仁Sρhaerotheca，ジラカツパ科， 1ナノキ科の種類仁
Erysithe， Elaeagnusの種類に Levei1ulaが寄生する例があり， 寄生部位が特異であるが，


























種数 寄主植物属数 寄主植物種数 寄主植物割合
ヤナギ科 2∞ 3 98 50% 

























本性の寄主もかなりあること， 文 Jaczewski説のように. Uncinula. Phyllactiniaが Micro-
sρhaeraから発生し， この2属が大木性の植物仁寄生することを考えあわせると， 草本から大木性
の寄主に移る聞に.i種木性の植物を途中の段階にしていることも考えられる.





incanaの葉には Microsρhaera.Phyllactiniaの種類が寄生する).又 Blumerによると.E. 
vernalisから，禾本科寄生の E.graminis.キク科の Cirsiumに寄生する E.Mayorii，パラ
科の Filit昭ndulaに寄生する E.ulmariae.多数の科にまたがって寄生する E.communisが





Sphaerothecaの原始型として.Blumerは S.macularis. S. fuligineaをあげており， この
内 S.macularisはパラ科だけに多数の寄主植物を持つ.Sphaerothecaでは S.macularisの外








E. vernalis..・→E.ulmariae..・→S.macularis…→S. spp払..….日..…...….日....→ Podo何sjρ~haera spp. 
(b均ys刈
の原始型 JI Fi弓liμ惨ndulaI Iの原始型，パ II S.vi防"01伐kart耐
i“ i 













( 4 ) Verbascum植物の上での Erysipheー→Leveillulaの発展 Blumer仁よると.









(5)マメ科植物の上における Erys;phe-→，Microsp加 eraの発展 Erysiρ'heと
MicrosPhaeraとの関係では，マメ科が注意をひき，前仁報告したよう仁〈平田， 1956)， (1) 
マメ科仁は ErysiρheとMicrosρhaera寄主植物が多く，両属の共通寄主植物もかなりある，
(2) 同じ属内のある物植仁 ErysiPhe， 他の種類仁 Microsphaera が寄生する場合が多~'\， (3) 
ErysiρheとMicrosρhaeraとの中間型ど認められる Trichocladiaの5種の内4種までがマメ
科寄生である.但し Blumer仁よると，ErysiPheの中 Cornus仁寄生する E.tortilぬから









( 6) Unc;:nula， Phyllact;:n臼への発展について Uncinula仁ついて.B1umerはAcer
寄生の Uncinulaを Uncinulaの原始型とし，この Acer寄生のものは Erysiρ，he仁由来し，
その他の Uncinulaの種類は，Acer寄生のもの，文は Microsρhaera仁由来するか，文は関係





























ジラカンパ科の Alnusにおける MicrosPhaera，Uncinula. Phyllactinia 
Corylus仁おける Microsphaera，Phyllactinia 
Carρinus仁おける Un-:inula，Phyllactinia 
ブナ科の Castanea，Fagus， Quercusにおける Microsphaera，Phyllactinia 







いる.文 Blumerによると，ニレ科の Celtisの虫痩部に寄生する SphaerothecaphytoptoPhila 
から Cystothecaが発展したといわれるが，Cystothecaは殆んどブナ科 (Lithocar.か，s，passania， 
























物をみると，Astragalus， Glyci1lJ， Phaseolus， Trifolium， Vigna. Voandzeiaの種類で，相
互に近縁のもの同志ばかりではないようである.Sphaerotheca fuligi1lJaについてのべたことは， 例
え(fErysiphe cichora-:earum. E. t防lygoniのようにいくつかの科にまたがって寄生するものにつ
いてもみられることである.文禾本科だけ仁寄生する E.graminisの寄主植物をみても，来本科の
ある亜科，文は族仁集中的仁多いのではなく，禾本科の中にかなり広く分散している.
Acer寄生の Uncinulaは，【l町 inulaの先祖とやわれる ErysiPhe文は MicrosPhaeraの
寄生がカエデ科仁ないのであるから，カエデ科以外の植物仁寄生していた菌仁由来すると考えねばなら




にだけ寄生する Uncinulaも，キク科文はムラサキ科寄生のErysiPhe.S.ρhaerotheca， Leveillula 
に由来するというよりは， 他の科の植物に寄生する Uncinula文は他の属の酋に由来したものと考

















2.白渋病菌の属別仁は Erysithe寄主範囲 (2431種〉が飛抜けて大きく， 極めて小さし1
Cystotheca (26)， Tythulochaeta (10)， Uncinulotsis (19)を除くと，Sthaerotheca (811)， 



















Phyllactinia，タデ科では ErysiPhe.ぜこアオイ科では Leveillula.パラ科では Sρhaerothecaと
Podosthaera，シャクナゲ科では Microsρ'haeraの寄主植物が特に多い.
6.科の植物数仁対する寄主植物数の割合は，科仁よって異り，ヤナギ科(寄主植物数割合50






















Leveillula， Sphaero幼ecaが寄生し，木本性の Paulownia(キリ〉仁 Phyllactiniaが寄生す
るような例では，寄主範囲の拡がりが，同科内という近縁関係仁よらず，草本，木本性仁支配され
ている.カエデ科，ウリノキ科，ニツサ科，ジクγジ科等に Uncinula.Phyllactiniaが忽然と寄生
する場合も，これらの科仁寄生する他の白渋病菌仁由来するとは考えられず，他の科に寄生する菌に
由来すると考えねばならない.
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